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生命の維持に欠くことができない「水」は，現代社会を
支えるさまざまな社会インフラの中でもとりわけ重要で
す。しかし，「水の惑星」と呼ばれる地球上でも淡水は3%

に満たず，偏在しています。新興国の著しい経済成長や人
口増加もあり，世界では安全な飲料水を利用できず，下水
道などの基本的な衛生施設を利用できない地域が少なくあ
りません。
一方，日本は安全・安心で効率的な水循環や上下水道の
高い普及率を実現していますが，老朽施設の大規模な更新
や技術の継承が必要であることなど，さまざまな課題があ
ります。また，2011年3月に発生した東日本大震災では
数多くの上下水道施設が被災し，水の大切さが再認識され
ました。日立グループは震災からの復旧・復興に，お客様
とともに総力を挙げて取り組んでいるところです。
「水の世紀」と呼ばれる今世紀は，環境に配慮しつつ健
全な水循環を維持し，誰もが安全・安心な水を利用できる
ことが求められます。日立グループは，水源保全，水道，
下水道，排水処理，水再生などの幅広い分野で，一世紀近
くにわたりさまざまな製品群を提供しています。日本の高
度な水インフラの海外展開への機運が高まる中，2010年6

月には日立製作所に「水環境ソリューション事業統括本部」
を発足させました。国内事業はもちろん，グローバル事業
をこれまで以上に積極的に進めていく考えです。お客様と
ともに培った先進技術や豊富な経験，長年にわたるモノづ
くりや製品信頼性確保への取り組みなどを基に，これらを
統合した新たな事業をグループ外とも連携して進めていき
ます。
本特集は，このような日立グループ水環境ソリューショ
ン事業の新たな展開をご紹介するものです。
冒頭の「一家一言」は，東京大学大学院の滝沢智教授よ
りご寄稿いただきました。また，「technotalk」では水環境
ソリューション事業統括本部の上田新次郎本部長と，さま
ざまな立場で水環境事業に携わる中堅社員に，国内外での
取り組みを語ってもらいました。
続いて，水処理と大型ポンプを中心としたグローバル事
業への取り組み，送配水制御，情報制御，水道，および下
水道の最新動向をご紹介しています。
本特集により日立グループの水環境ソリューションの最
新動向を読者の皆様にご理解いただくとともに，水に関わ
る国内外でのさまざまな課題解決の一助としていただけれ
ば幸いです。
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日立グループの映像ポータルサイト「Hitachi Theater」
http://www.fi lm.hitachi.jp/

「Hitachi Th eater」は，日立グループの映像ポータルサイトです。
日立グループが取り組むビジネスやサービス，
技術をわかりやすく解説するオリジナル映像とともに，
他では見ることのできない歴史的にも貴重な秘蔵フィルムや，
気軽に楽しめる映像トピックスなども収録しています。
日々 新しい取り組みを続ける日立グループの「今」をご覧ください。

［公開中］

日立グループの
会社紹介映像
「Behind the name Hitachi 2011」
「優れた自主技術・製品の開発を通じて社会
に貢献する」という理念の下，日立グループ
はお客様に信頼される製品づくりに努めてま
いりました。創業から現在の社会イノベーショ
ン事業への取り組みまで，これまでの日立
グループの歩みを紹介します。

［公開中］

｢水の世紀｣の
安心・安全をめざして
日立グループは，水をめぐる環境を大きな枠
組みでとらえ，その技術力で，地球規模の課
題の解決に向けた取り組みを推進していま
す。水環境分野における日立グループの横断
的な活動を紹介します。

［公開中］

日立グループの
電池事業
これからの低炭素社会を支えるキーデバイス
として，より幅広い活躍が期待される電池。
材料選びから設計，製造，システムソリュー
ションの提供まで，トータルに展開している
日立グループの電池事業における取り組みを
ご覧ください。

［公開中］

日立ITエコ実験村
自然再生プロジェクト
日立グループは生態系保全の取り組みの一環
として，2011年4月に「日立ITエコ実験村」を
開設しました。ITによる地球環境貢献プラン
「GeoAction100」に基づき，大学や地元住民
の方々のご協力を得ながら，里地里山の自然
環境を再生するプロジェトを推進しています。
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